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令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（12月 19日実施） 

総合評価（ ３月９日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

 
①個に応じた進
路を実現するた
めに、教育課程
の編成と履修指
導 の 充 実 を 図
る。 
 
②基礎的・基本
的な知識や技能
を 身 に つ け さ
せ、課題解決に
必要な思考力・
判断力・表現力
をはぐくむこと
ができる授業作
りを進める。 

 
 

 

 
①生徒の多様な
進路に合わせ
て，生徒一人一
人の進路希望に
沿った，適切で
丁寧な履修指導
を行う。 
 
②教授法を工夫
するとともに、
ICT 機器を有効
活用し、生徒の
理解度を高める
授業を実践す
る。各教科や総
合的な探究の時
間においては
SDGs の観点か
ら幅広い知識と
教養を養わせ
る。 

 
①多様で個別最適
な学びのニーズに
答えられるよう、
分野科目の維持を
図り効果的な履修
指導を充実させ
る。また、教員が
共通理解できるよ
うな研修資料を充
実させ、個々の教
員の履修指導能力
向上を図る。 
②授業力を高め
るための研修や
電子黒板等の活
用に向けた研修
会を実施する。
ま た 、 生 徒 の
SDGs に対する意
識を高めるため
に各教科で取り
上げる。 

 
①教員の履修指
導能力を向上さ
せることができ
たか。また、生
徒が進路実現に
向け、満足でき
る履修指導をす
ることができた
か。 
②様々な教授法
を実践し、電子
黒板等を活用す
ることで、生徒
の思考を深める
よりよい授業を
実施できたか。 
SDGs に関する問
題について興味
を持たせ、自分
の考えや意見を
表現させること
ができたか。 

 
①教員向けの履修指
導研修会を２回行
い、きめ細かい履修
指導と支援体制を整
えた。進路に迷いが
ある生徒に対して学
校全体として粘り強
く対応し、生徒の希
望を尊重した履修指
導を行った。 
②電子黒板との併用
で、板書の時間短縮
を図り、生徒が深く
考え、主体的に取り
組むことができる環
境を作ることができ
た。SDGs探究活動で
は調べ学習の効率化
を図り、生徒個人の
発案を重視した班活
動を実践することが
できた。 
 

 
①時間割作成におい
て、特定の科目に希
望が集中するなどし
たため、生徒の進路
希望に向けて、より
効果的な履修指導を
行う必要がある。 
 
②課題解決に必要な
思考力・判断力・表
現力を育むことがで
きる授業作りに ICT機
器の更なる活用方法
を提案する。 
SDGs 探究活動ではＡ
Ｉを活用する方法で
効率化を図り、生徒
の発案や問題解決に
重点を置いたものに
していく。 

 
① AIの活用と並行 
して調べ学習もさら
に重視してはどう
か。 
② 新任教員が小学校 
における研修の際課
題・発問に注意深く
意識を傾けていたが
授業に表れている。 
電子黒板の活用は積
極的に行っていただ
きたい。 
授業見学において一
人一台端末の利用も
できていることを確
認した。今後も活用
していってほしい。
校内で授業への意見
交換をする場を作っ
ていってほしい。 

 
①教員の履修指導能力を高め、
生徒への適切な履修指導を実施
することができた。すべての生
徒の希望が実現するように、可
能な限り時間割を調整すること
ができた。 
②電子黒板を使い、板書の時間
の短縮を図り、資料や動画を提
示することで、通常の黒板使用
と合わせ、効果的に授業を実践
していくことができた。 
SDGs探究活動では生徒が考察で
きる時間を多くとり、生徒個人
の発案を重視したグループ活動
を実践することができた。 

 
①調べ学習にＡＩを活用したり
ロイロノートで生徒の意見を素
早く取り上げたりして、生徒が
主体的に取り組んでいける環境
を整え、一人一台端末の有効活
用を図る。 
また、相互の授業見学をとおし
て、教員同士の意見交換の場を
設定し、教員自身の授業方法の
更なる改善が図れる機会を設け
る。 
②今後も一人一台端末の効果的
な利用方法を考察し、デジタル
とアナログの併用による授業の
組み立てを研究していく。 
SDGs探究活動については教科横
断的な視点で取り組めるように
各教科が授業計画を立てるよう
検討を推進する。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

 
①生徒の自主自
立を目指した生
徒指導および個
に応じた外国人
支援と教育相談
の充実を図る。 

 
 

②生徒がお互い
を尊重し、協力
できる体制を構
築する。 
 
 
 
 
 

 
①各種研修会、
年次集会を通し
て、生徒の主体
的に行動する意
識を高める。 
SC・ SSW・多文
化コーディネー
ターとの連携を
図り、円滑な支
援を目指す。 
 
②学校行事のあ
り方や時期につ
いての検討を継
続する。生徒が
主体的に行事に
関わる体制を構
築する。 

 
①各年次で計画
的な研修を実施
する。また年次
の生徒の状況を
踏まえて集会等
での継続的な指
導を行う。本校
の教育課題に沿
った教員研修を
実施する。アン
ケートを活用し
円滑なチーム支
援に繋げる。 
 
②単位制の特性を
生かした行事のあ
り方の検討を重ね
る。また、生徒
会、実行委員会で
検討し、生徒の主
体性を引き出せる
形で実施する。 
 
 

 
①各年次で効果
的な研修会を実
施できたか。生
徒 状 況 を 集 約
し、各年次の生
徒指導に活かす
こ と が で き た
か。要支援生徒
についてアンケ
ー ト 等 を 活 用
し、必要な支援
につなげること
ができたか。 
 
②行事への、達
成感や満足感を
高められたか。
本校の行事に関
する満足度調査
において、昨年
度より満足した
割 合 が 増 え た
か。 
 

 
①交通安全・薬物・
人権などの研修会を
実施し、生徒の自主
自立の精神を育み、
規範意識を高めた。 
サポートドックの結
果をもとに効果的な
生徒への支援方法を
考え実践することが
できた。個々の事例
に対し必要に応じて
迅速に外部機関と連
携し適切な解決を図
った。 
②体育祭・文化祭と
も生徒主体の取組み
で運営することがで
き、昨年より生徒に
とって達成感の高い
行事にすることがで
きた。 

 
①継続的に指導を行
い、生徒の規範意識
の向上を図る。多様
な教育相談について
より迅速に対応する
ため、教育相談体制
を見直す。外国人支
援に関する職員アン
ケートを元に、課題
解決に向け組織を再
構築していく。 
②生徒にとって満足
度の高い、自己肯定
感を高められる行事
運営計画を立てられ
るよう支援してい
く。単位制およびフ
レキシブルスクール
の利点を生かした運
営計画を引き出す支
援を展開する。 

 
①生徒が抱えている
課題はどのようなも
のがあるのか、また
その問題を支援する
体制がとれているこ
とを確認できた。多
様な学びの活用で、
生徒個別の対応が確
認できた。 
②文化祭では生徒主
体の活躍を感じるこ
とができた。 

 
①目的を明確にして研修を実施
し、規範意識の向上を図ること
ができた。教育相談において事
案に対し、迅速に情報を共有し
担任や年次等と連携して対応で
きた。 
 また、業務過多となっている
現状が課題であり、支援体制に
ついて見直しを行った。外国人
支援について、多文化コーディ
ネーターに依存する部分が大き
く、業務内容が不透明であった
ため、アンケート結果をもとに
課題を整理した。 
②体育祭・文化祭ともに生徒主
体の取組みで運営することがで
きた。実行委員や生徒会の業務
の引継ぎが課題である。 

 

 
①次年度に向け、支援体制を再
構築した。新体制で円滑に業務
が遂行できるよう、書式や手順
を共有し、柔軟な運営を心掛け
る。また、具体的な業務の役割
分担を明確にし組織を強化する
とともに、数年間のスパンで支
援方法における校内マニュアル
を整備する。 
②行事の職員アンケートや生徒
アンケートの声を丁寧に分析す
る。さまざまな要素を総合的に
考えて、ベストミックスの案を
提案する。体育祭、文化祭の質
の向上に努められるように生徒
会と実行委員に働きかける。 
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３ 進路指導・支援 

 
生徒が自ら希望
した進路に対し
て、将来設計に
基づいたキャリ
アを持続的に形
成 で き る よ う
に、キャリア教
育の充実と個々
の進路支援を行
う。 

 
①生徒自らキャ
リアデザイン・
キャリア形成が
できるように進
路ガイダンスの
内容を充実化さ
せる。 
 
②インターンシ
ッ プ や 高 大 連
携・高専連携の
事業の参加を促
す。 

 
①高校生向けの講
義、分野講演、学
校紹介、模擬授業
等の分科会を多く
設定するととも
に、志望理由書や
面接等の時機に応
じた進路ガイダン
スを行う。 
 
②生徒への周知方
法や時期を工夫し
積極的に参加者を
募る。進路活動に
もつなげられるよ
うに、事前指導等
で生徒の意識を高
める。 

 
①アンケートや
振り返りシート
等から、生徒自
らキャリアデザ
イン・キャリア
形成ができてい
ると判断できる
か。 
②インターンシ
ッ プ 、 高 大 連
携・高専連携の
講座について、
参加人数が増え
たか。また、振
り返りをとおし
て、進路への意
識が高まったと
判断できるか。 
 

 
①大学・専門学校の
進路別ガイダンスや
社会人による職業別
講話などを実施し、
生徒のキャリア形成
の支援を行った。 
チューター制度を活
用し、生徒への個別
支援に力を入れた。 
アンケートの結果も
良好であった。 
②インターンシップ
や高専連携講座への
参加を促し、例年よ
り多くの生徒が参加
し、進路意識を高め
ることができた。 

 
①生徒が進路を意識
し生徒自身でキャリ
ア形成ができる方法
を今後も考えてい
く。 
本校独自のチュータ
ー制度の更なる活性
化について考える。 
 
②今後も体験活動の
場をより多く設定
し、進路相談室の利
用を促すとともに生
徒が将来について考
える場を提供してい
く。 

 
①多様化していく進
路の保障をしてもら
いたい。 
②外国籍の生徒の進
路についても、卒業
生の支援を期待する
など充実させてほし
い。 

 
①各年次において、必要な時期
に適切なガイダンスを行うこと
ができた。大学進学については
年々受験形態が多様化していく
ため、出願ミスがないよう丁寧
に指導していきたい。 
外国籍の進路指導について、多
文化コーディネーターの職員に
業務が偏っている部分があるた
め、改善が必要である。 
②今年度は、夏期短期講習への
希望が多く、抽選を行うほどで
あった。今後も周知をしていき
たい。 
高大連携においては、数年ぶり
に専修大学から教科研修生の希
望があり、無事終了した。 

 
①校内で必要な手続きの手順と
上級学校への出願に必要な手順
を明確にし指導する。生徒だけ
でなく教員にも周知し、指導の
ズレがないよう留意する。 
外国籍の指導について、多文化
コーディネーターの先生方に助
言をいただきながら、年次でも
指導できるよう整える。 
②今後も Classroom やホームル
ームを使い、インターンシップ
や連携講座の実施内容を周知し
ていく。 
また、アンケート結果をもとに
次年度に向けて、より良い指導
の充実を図る。 

４ 地域等との協働 

 
積極的に地域等
に本校の魅力を
発信するととも
に、地域と協働
できる学校作り
を進め、主体的
に考え、協調の
精神を備えた、
社会に貢献でき
る人材を育成す
る。 
 

 
①学校説明会等
の更なる充実を
図り、参加者へ
の満足度を高め
ていく。 
 本校に興味を
持つすべての人
に、本校の魅力
と特色を発信す
る。 
②地域の行事等
で生徒を活躍さ
せる。 

 
①昨年度の学校
見学会等でのア
ンケート内容を
もとに、説明会
等のあり方につ
いて検討し、内
容を充実させる
ことで参加者の
満足度を高めて
いく。 
②地域清掃や町
内会等の行事へ
の生徒の積極的
な参加を促す。 

 
①説明会等の広
報活動全体をと
おして、参加者
の満足度を上げ
られたか。その
結果志願者の増
加等につなげる
こ と が で き た
か。 
 
②より多くの生
徒の参加を実現
できたか。  

 
①学校見学・学校説
明会ともに満員とな
り、本校への関心度
の高さが示された。
また、在校生の活躍
により、参加者の満
足度を高めることが
できた。 
②全校生徒が地域貢
献活動を実施し、清
掃活動を行った。ま
た、部活動単位で町
内会の行事に参加し
た。 

 
①学校説明会や校舎
見学会をうまく活用
し、保護者や入学希
望者の期待に沿う環
境を今後も整えてい
く。 
 
②在校生の活躍でき
る場を今後も多く設
定し、主体的に考
え、協調の精神を備
えた社会に貢献でき
る生徒を育成する。 

 
①川崎高校は中学生 
からも支持されてい
る。また、在県外国
人の生徒の入学希望
者が増えている。 

 
①入学者選抜において全日制は
高倍率になり、「入学したい高
校」という価値を高めることが
できた。定時制においても、志
願者を多く募ることができた。 
②地域貢献活動を全年次で行い
地域の美化活動に貢献した。 
保育園の行事を本校敷地で実施
したり、近隣住民の体育的行事
の場所を提供したりするなど、
地域とのかかわりを増やしてい
く努力をした。 

 
①「入学したい高校」として、
引き続き入学者選抜で多くの志
願者を得られるように、落ちつ
いた学習環境の整備を心がけ、
安全で安心して過ごせる施設の
維持に努める。 
②地域から聴講生を受け入れた
り、地域の行事への積極的な生
徒の参加を促したりすることに
よって、さらに地域交流を深め
ていく。また、本校のことを地
域の皆様に理解してもらえるよ
うに、教育活動の充実にも力を
注ぐ。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

 
教育環境を整備
し、質の高い教
育を与えるよう
な学校運営を実
施する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
①備品の適切な
管理に努める。 
②学校美化に努
める。 
③災害に備え
る。 
④ICT環境を整
える。 
⑤私費の適切な
管理に努める。 

 
①定期的な点検
を行う。 
②清掃活動等の
適当な実施時期
や方法を模索す
る。 
③４月、６月に
実践的な避難訓
練を実施する。
備蓄食料等を整
備する。 
④デジタルサイ
ネージの有効活
用を図る。 
⑤会計マニュア
ルに基づいた執
行を行う。 

 
①備品を教育活
動に活用できた
か。 
②十分な清掃活
動を行ったか。 
③防災に対して
生徒・教職員の
意識を高められ
たか。 
④デジタルサイ
ネージにより連
絡系統を充実さ
せられたか。 
⑤有効なマニュ
アルを示し、徹
底できたか。 

 
①定期的に備品の点
検と補充を行った。 
②清掃用具を充実さ
せ定期的な大掃除を
実施した。 
③DIG・避難訓練・
シェイクアウト訓練
を実施した。備蓄食
料等の確認、職員向
け防災研修を実施し
た。 
④生徒への発信とし
て図書室にてデジタ
ルサイネージを有効
活用した。 
⑤会計マニュアルに
基づき適切に執行し
た。 

 
①②今後も、校内環
境の維持を図り、安
心で安全な環境づく
りを実践していく。 
 
③防災意識を高め有
事のときに冷静に対
応できる能力を培わ
せる。また、防災備
蓄食料等の適切な管
理も継続する。 
④図書館以外のロッ
カー室などでも、有
効活用を図る。 
⑤今後も適切な会計
処理に努める。 

 
① 災害が起きた時に 
緊急避難場所になる
ことも考えられる。
学校の設備などを改
めて確認してもらい
たい。 
③開かれた学校と 
いう体制を続けてい
くうえで、学校自体
のセキュリティーも
考えたほうが良いの
ではないか。 

 
①電子黒板の不具合やファンヒ
ータの故障など学習環境に支障
をきたしてしまうことが起き
た。 
②定期的に大掃除を実施し、学
校美化に努めた。清掃活動等の
実施時期や方法を模索した。 
③実践的な訓練を実施し備蓄食
料等を適切に管理した。防災を
通して地域と連携していく。 
④図書室に続き、生徒の集まる
２Fにあるデジタルサイネージ
２台の更なる有効活用を図って
いきたい。 
校内のセキュリティーについ
て、安心して過ごせる校内環境
か調査する。 
⑤ 私費の適切な管理に努め

た。 

 
①安全で安心して学習できる環
境を維持するため、備品類の定
期的な点検の実施と故障時に素
早く修理ができる態勢を整え
る。 
②ロングホームルームの時間で
清掃活動を定期的に実施し、教
室の更なる美化に力を入れる。 
③ ④一時的に避難所として地 
域の方が本校に集まることを想
定し、学校の設備の再確認をす
る。併せて本校のセキュリティ
ー面のチェックもおこなう。 
⑤物価高に対応させた私費の予
算を考える。環境整備費の有効
活用を考える。 

 


